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今
か
ら
６
千
年
ほ
ど
前
、
気
候
が
最
も
温
暖
だ
っ
た
頃
、
八
ヶ
岳
の

裾
野
は
ど
こ
ま
で
も
続
く
大
ガ
ヤ
・
チ
ガ
ヤ
の
原
で
、
伏
流
水
が
湧
き

出
し
沢
筋
を
う
る
お
す
山
麓
の
末
端
部
は
、
ク
リ
な
ど
の
落
葉
樹
林
が

帯
の
よ
う
に
連
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
あ
ち
こ
ち
が
ぽ
っ
と
開
け
て
、

人
々
が
生
活
す
る
村
が
営
ま
れ
、
南
東
の
彼
方
に
は
甲
府
盆
地
を
限
る

御
坂
山
地
の
上
に
古
富
士
が
頭
を
出
し
、
白
い
煙
を
た
な
び
か
せ
て
い

ま
し
た
。

　
平
穏
な
風
景
を
一
変
さ
せ
る
で
き
ご
と
が
起
こ
っ
た
の
は
、
５
千
年

前
で
し
た
。
な
ん
と
富
士
は
激
し
く
火
を
噴
き
始
め
た
の
で
す
。
火
口

か
ら
あ
ふ
れ
出
す
溶
岩
は
赤
い
大
蛇
の
よ
う
に
山
を
下
り
、
そ
の
繰
り

返
し
で
日
ま
し
に
山
は
太
り
、
し
だ
い
に
せ
り
上
が
り
ま
し
た
。
噴
煙

は
空
高
く
龍
の
よ
う
に
昇
り
、
熱
い
火
山
灰
が
こ
す
れ
合
っ
て
す
ざ
ま

じ
い
電
光
が
走
り
ま
す
。
七
里
岩
の
先
端
あ
た
り
で
は
、
噴
火
の
轟
音

と
雷
鳴
が
入
り
ま
じ
っ
て
甲
府
盆
地
を
ゆ
る
が
せ
ま
し
た
。
昼
は
ま
だ

し
も
夜
と
も
な
れ
ば
、
そ
れ
は
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
な
い
人
智
を

こ
え
た
神
業
で
、
人
々
は
恐
ろ
し
さ
も
忘
れ
て
見
と
れ
る
ば
か
り
で
し

た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
成
長
し
た
新
富
士
は
、
古
富
士
と
小
御
岳
を
覆
い

隠
し
、
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
美
し
い
形
と
な
り
ま
し
た
。
今
日

見
る
富
士
山
の
姿
は
、
こ
の
と
き
誕
生
し
た
の
で
す
。

　
平
成
18
年
、日
本
記
念
日
協
会
に
2
月
23
日
が「
富
士
見
の
日
」

と
し
て
記
念
日
登
録
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
2
月
23
日
は
「
2
」
と

「
2
3
」
の
語
呂
合
わ
せ
か
ら
設
定
、富
士
見
町
の
素
晴
ら
し
さ

を
見
つ
め
直
し
、活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
礎
と
し
て
大
切
に
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
さ
て
、今
月
は
「
富
士
見
の
日
」
に
ち
な
ん
だ
よ
も
や
ま
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
平
成
18
年
、日
本
記
念
日
協
会
に
2
月
23
日
が「
富
士
見
の
日
」

と
し
て
記
念
日
登
録
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
2
月
23
日
は
「
2
」
と

「
2
3
」
の
語
呂
合
わ
せ
か
ら
設
定
、富
士
見
町
の
素
晴
ら
し
さ

を
見
つ
め
直
し
、活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
礎
と
し
て
大
切
に
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
さ
て
、今
月
は
「
富
士
見
の
日
」
に
ち
な
ん
だ
よ
も
や
ま
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

富
士
の
雄
姿  

誕
生
の
起
源

フ

ジ

ミ

フ

ジ

ミ

　
明
治
7
年
に
十
ケ
村
が
合
併
し
富
士
見
村
と
な
り
、
そ
の
後
、
昭
和

30
年
に
、
富
士
見
村
・
本
郷
村
・
落
合
村
・
境
村
が
合
併
し
て
今
の
富

士
見
町
と
な
り
ま
し
た
。

(

注) 

富
士
山
は
南
東
の
方
角
に
あ
り
、
山
梨
県
を
隔
て
て
遠
く

80
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
山
容
は
美
し
く
、
訪
れ
る
人
々

（
詩
人
）
が
感
動
す
る
景
観
で
す
。

ま
た
、
こ
の
地
に
住
む
人
々
は
、
農
作
業
中
に
眺
め
て
疲

れ
を
忘
れ
、
日
々
の
暮
し
の
中
で
な
ぐ
さ
み
と
し
て
い
る

天
然
の
風
景
で
す
。

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
地
域
の
人
々
の
希
望
に
よ
り
、
富

士
見
村
と
名
付
け
ま
し
た
。

富
士
見
命
名
の
由
来

富
岳
巽
に
方
り
甲
斐
一
國
を
距
て
、

廿
里
の
遠
望
絶
佳
、

詩
客
の
感
ず
る
處
な
り
。

又
常
に
は
農
夫
耕
耘
の
疲
勞
を
　
れ
、

生
涯
を
娯
樂
す
、

天
然
の
風
景
な
り
。

因
っ
て
居
民
の
欲
す
る
處
よ
り
富
士
見
村
と
號
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
野
縣
町
村
誌
よ
り
）

ふ
に
じ
ゅ
う
り

え
ん

ぼ
う

ぜ
っ

か

し

か
く

か
ん

と
こ
ろ

ま
た

つ
ね

の
う

ふ

こ
う

う
ん

ひ

ろ
う

わ
す

し
ょ
う
が
い

ご

ら
く

て
ん

ね
ん

ふ
う

け
い

よ

き
ょ

み
ん

ほ
っ

と
こ
ろ

ふ

じ

み

む
ら

ご
う

が
く
た
つ
み

あ
た

か

い

い
っ

こ
く

へ
だ

ふ
く
り
ゅ
う

み

さ
か

こ

ふ
じ

ご
う

ら
い

め
い

こ

み

た
け

お
ん

す
い



　
地
域
の
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
方
言
は
、
時
代
の
流
れ
と
と

も
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
「
ご
し
て
え
」
「
お
っ
こ
う
だ
な
ー

え
」
な
ど
の
言
葉
は
、
ま
だ
ま
だ
富
士
見
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。
家

族
や
親
し
い
友
人
と
交
わ
す
方
言
混
じ
り
の
会
話
は
、
な
ん
と
な
く
ほ

っ
と
し
て
ふ
る
さ
と
の
温
も
り
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
地
方
の
時
代
を
迎
え
た
今
、
無
形
の
文
化
で
あ
る
「
富
士
見
言
葉
」

を
大
い
に
使
っ
て
、
富
士
見
人
ら
し
く
生
き
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
日
常
よ
く
使
わ
れ
た
、
ま
た
現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
富
士
見
の
方
言

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

＊
ア
バ
‥
‥
‥
‥
‥
さ
よ
う
な
ら

＊
イ
ッ
サ
ラ
‥
‥
‥
い
っ
こ
う
に

＊
オ
シ
ャ
‥
‥
‥
‥
美
し
い
、
き
れ
い

＊
オ
シ
ョ
ウ
シ
イ
‥
‥
‥
は
ず
か
し
い

＊
オ
ッ
カ
ネ
エ
‥
‥
恐
ろ
し
い
、
こ
わ
い

＊
オ
ッ
コ
ウ
‥
‥
‥
非
常
に
た
く
さ
ん
、
お
お
げ
さ

＊
ガ
ト
ウ
・
ガ
ア
ト
ウ
‥
‥
‥
た
く
さ
ん

＊
ゴ
シ
タ
イ
・
ゴ
シ
テ
エ
‥
‥
疲
れ
た

＊
ゴ
タ
‥
‥
‥
‥
‥
い
た
ず
ら
（
ゴ
タ
ッ
コ
ゾ
ウ
‥
‥
い
た
ず
ら
っ
子
）

＊
○
○
ジ
ャ
ン
カ
‥
‥
‥
○
○
で
は
な
い
か

＊
シ
ョ
ウ
ネ
エ
‥
‥
仕
方
が
な
い

＊
ズ
ク
‥
‥
‥
‥
‥
や
る
気

＊
○
○
ズ
ラ
‥
‥
‥
○
○
だ
ろ
う

＊
セ
ツ
ネ
エ
‥
‥
‥
悲
し
い
、
つ
ら
い

＊
ゾ
ゼ
エ
ル
‥
‥
‥
あ
ま
え
る
、
あ
ま
え
て
わ
が
ま
ま
を
い
う

＊
ツ
ベ
テ
エ
‥
‥
‥
冷
た
い

＊
ヌ
ク
テ
エ
・
ヌ
ク
ト
イ
‥
‥
‥
暖
か
い
、
温
か
い

＊
ヨ
ウ
メ
シ
‥
‥
‥
夕
飯

＊
ラ
チ
ャ
ア
ネ
エ
・
ラ
チ
モ
ネ
エ
‥
‥
‥
く
だ
ら
な
い

　※
言
葉
に
は
広
義
な
意
味
を
持
つ
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

一
般
的
な
意
味
合
い
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ほ
っ
と
す
る
富
士
見
言
葉

　
我
町
の
自
慢
…
…
一
言
で
言
え
ば
『
さ
わ
や
か
な
空
気
と
豊
か
な
自

然
』
で
し
ょ
う
か
。
標
高
千
メ
ー
ト
ル
の
冷
涼
な
気
候
は
、
高
原
野
菜

な
ど
の
農
産
物
を
育
む
と
と
も
に
、
夏
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
の
場
と
し
て
、

ま
た
避
暑
・
観
光
の
地
と
し
て
多
く
の
方
に
お
い
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。こ

こ
で
、
高
原
の
町
富
士
見
の
「
日
本
一
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

＊
日
本
で
一
番
高
い
所
に
あ
る
高
等
学
校
‥
‥
‥
富
士
見
高
校

＊
公
共
図
書
館
（
人
口
１
万
５
千
人
〜
２
万
人
）

　
　
個
人
貸
出
し
冊
数
８
年
連
続
日
本
一
‥
‥
‥
富
士
見
町
図
書
館

＊
彗
星
ラ
ン
の
生
産
量
日
本
一

　
‥
‥
‥
富
士
見
町
乙
事
の
ニ
チ
レ
イ
フ
ラ
ワ
ー
事
業
部

＊
高
温
ポ
リ
シ
リ
コ
ン
Ｔ
Ｆ
Ｔ
液
晶
パ
ネ
ル
の
生
産
量
日
本
一

　
‥
‥
‥
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン 

諏
訪
南
事
業
所�

ち
ょ
っ
と
惜
し
い
の
は
、

＊
高
速
道
路
の
標
高
‥
‥
‥
中
央
道
富
士
見
バ
ス
亭
付
近
第
２
位

＊
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
生
産
量
‥
‥
‥
日
本
第
３
位

＊
Ｊ
Ｒ
富
士
見
駅
の
標
高
‥
‥
‥
Ｊ
Ｒ
の
中
で
第
１０
位

皆
さ
ん
は
ど
れ
く
ら
い
ご
存
知
で
し
た
か
。

　
こ
の
他
に
も
、
富
士
見
町

が
全
国
に
誇
れ
る
も
の
を
ご

存
知
の
方
は
、
広
報
ふ
じ
み

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
紙
面
で
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

雑
学
　
富
士
見
日
本
一

久保田康文さんのカーネーションハウス
（瀬沢新田）

久保田康文さんのカーネーションハウス
（瀬沢新田）



イベントのご案内イベントのご案内イベントのご案内
関東の富士見百景 ｢富士見町選定地｣関東の富士見百景 ｢富士見町選定地｣

　国土交通省関東地方整備局主催

の「関東の富士見百景」に選ばれ

た町内の3箇所、富士山の見え方

や視点場の快適性、観光振興やま

ちづくりの展開の可能性などが評

価されました。

　“富士見百景ビューポイントツ

アー”では、この選定地を中心に

富士山が美しく見える場所をご案

内いたします。

▲「立沢大規模水田地帯」

大規模水田地帯から視界を遮ることなく、富士山を見

ることができる。特に空気の張りつめた冬の朝、八ヶ

岳裾野から昇る朝日に染まった富士の美しさは格別。

　■選定地  茅野市原村方面から立沢羽場地区に向う

　　　　　  エコーライン（県道17号線沿い）

「葛窪中央道トンネル」▲

　八ヶ岳の稜線に太陽が近づき、手前の林を抜

けるまでのしばらくの間、茜色に染まった富士

山を見ることができる。中央道を走る車のテー

ルライトと富士山の景観も見どころ。

　■選定地  境小学校から葛窪方面に向う町道が

　　　　　  中央自動車道と交差する地点

▲「創造の森彫刻公園」

八ヶ岳山麓の標高1,400ｍにある屋外彫刻公園からの

眺め。松林の樹海の奥にそびえ立つ夕陽に染まった富

士の景観が美しい。

　■選定地  ホテル八峯苑鹿の湯上の創造の森彫刻公園

　富士山の良好な眺めが得られ、景観の保全や活用が望

まれる場所として ｢富士見百景｣ に選ばれた３箇所の地

点に、町と日本装飾美術学校が協働で 「富士見百景床モ

ザイク壁画」 を制作、関東地方整備局から贈られた 「関

東の富士見百景銘板」 を埋め込みました。富士山ビュー

ポイントのシンボルとして親しんでいただければ幸いです。

富士見百景銘板と床モザイク壁画

創造の森彫刻公園



「富士見の日」 記念「富士見の日」 記念「富士見の日」 記念
　今年の「富士見の日」は金曜日2月23日になりますが、大勢の方に参加していただけるよう、翌24日 

土曜日にイベントを開催します。皆様のご参加をお待ちしています。

　　　◆日　時　2月24日（土）

　　　◆会　場　町民センター

　　　◆日　程　09時30分　開会セレモニー（富士見百景パネル贈呈式・町特産品開発表彰式）

　　　　　　　　10時00分　富士見百景ビューポイントツアー（葛窪方面・立沢方面など）

　　　　　　　　10時00分　綱引き大会

　　　　　　　　13時30分　ふじみ景観賞表彰式　景観・まちづくり講演会（会場 コミュニティ・プラザ）

開会セレモニー （午前9時30分～　町民センター）

写　真　展

【富士見百景パネル贈呈式】
　関東の富士見百景選定地である「創造の森彫刻公園・立沢
大規模水田地帯・葛窪中央道トンネル」の場所を多くの人に
知ってもらうため、パネルを制作し、町内の学校・公共施設・
観光施設などに展示します。

綱引き大会　（午前10時～　町民センター）

　寒さなんかにへこたれないで、元気よく綱引き大会に集
いましょう。

　※大会参加者には参加賞の「記念グッズ」と「豚汁｣のサー
　　ビスがあります。�

[参加資格]�町内に在住または通勤・通学する方

[種　　目]�・小学校低学年の部（男女不問）�
� ・小学校高学年の部（男女不問）
� ・中学生以上一般の部（男女混成のみ）
� ※予選および決勝戦（予選同順位の対戦）

[チーム登録]�代表者１名（小・中学生の場合は大人の方）
� 主将１名、チーム総人数は概ね15名以内�

[ル ー ル]�特別ルール（20秒３本勝負、２本先取）
� 競技者８名（２本先取まで競技者交代不可）
� 一般は競技者８名中「必ず女性が３名以上」

[参 加 費]�無　料（主管は置かず代表者全員で運営）

[持 ち 物]�※うわばき　汗ふきタオル　水分補給飲料

[申し込み]�２月20日(火)までにチーム単位で生涯学習課社
� 会体育係へお申し込みください。大会要項は町
� 民センターにあります。

古本・雑誌無料配布市
（午前１0時30分～午後3時　コミュニティ・プラザ ロビー）

　2月23日（金）と24日（土）の２日間図書館で不用になった
古本雑誌を無料で差し上げます。�

　地元学についての講演と、町内３地区のまちづくりへの
取り組みについての発表です。どなたでも参加できますので、
お気軽にご聴講ください。

［日程］�第1部�「ふじみ景観賞」 表彰式　（午後1時30分～）
� 第2部�講　演　（午後2時～）�
� � 　「地元学による地域の景観づくり」　
� � 　　講師:早川恵理さん（環境省水環境課所属）�
� � パネルディスカッション
� � 　小林松雄さん（御射山神戸）
� � 　名取栄一さん（上蔦木）
� � 　平出清仁さん（葛窪）

主催:富士見町景観推進協議会･富士見町･富士見町教育委員会�
後援:富士見町商工会

【町特産品開発表彰式】
　地域の活性化や経済の向上を目指し進めている、地域資
源を活かした特産品開発に出品されたもののうち、優秀作
品の表彰と紹介を行います。

富士見百景ビューポイントツアー
（午前9時30分　町民センター集合）

　空気が澄むこの冬に「富士」が「見」える町、富士見町の富
士山ビューポイントを､家族友人知人、みんなで訪ねてみま
しょう。�
　ツアー参加者には富士見の日「記念グッズ」と「豚汁」のサ
ービスがあります。

[申し込み]�２月20日(火)までに町観光協会（☎62-5757）へ
� お申し込みください。

※天候により中止する場合があります。

【ふじみ景観賞入選作品】
　2月16日（金）～2月23日（金）　（役場 ロビー）�

町内3施設入館無料

２月23日（金）と24日（土）の２日間入館無料になります。　
　・高原のミュージアム�（午前９時30分～午後５時30分）�
　・井戸尻考古館� （午前９時00分～午後５時00分）�
　・歴史民俗資料館� （午前９時00分～午後５時00分）

【富士山の風景写真】
　2月16日（金）～2月23日（金）　（コミュニティ・プラザ ロビー） �
　2月23日（金）～3月2日（金）　（役場ロビー） 
　※富士山の風景写真は､町内高森在住の自然風景写真家、
　　柳沢益喜さんの作品です。

富士見の日記念事業
「景観・まちづくり講演会」2007
（午後1時30分～4時　コミュニティ・プラザ 大会議室）

∞元気が出てきた おらとうの集落∞

　 建設課都市計画係「景観推進協議会事務局」
　　　　　　　　　☎62-9217　　9217

　 町民センター内　生涯学習課社会体育係
　　　　　　　☎62-2400　　2750　　62-6483

「富士見の日」記念イベントのお問い合わせ

　　産業課商工観光係　☎62-9342　　9228 

　　町観光協会　　　　☎62-5757

問

有

問

有 ℻

有



所
得
税
・
住
民
税

所
得
税
・
住
民
税

申  

告  

情  

報

申  
告  

情  

報

申  
告  

情  

報
そ
の
�

　
平
成
18
年
中
（
１
月
１
日
〜
12

月
31
日
の
間
）
に
所
得
の
あ
っ
た

人
で
、
次
の
項
目
に
当
て
は
ま
る

人
は
所
得
税
の
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。

①
商
業
・
工
業
・
農
業
な
ど
の
事

　
業
を
営
ん
で
い
る
人
や
、
地
代
・

　
家
賃
・
配
当
な
ど
の
所
得
の
あ

　
る
人
で
、
所
得
の
合
計
が
所
得

　
控
除
の
合
計
よ
り
多
い
人
。

②
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
譲
渡
所

　
得
が
あ
っ
た
人
。

③
給
与
所
得
者
で
、
給
与
の
収
入

　
金
額
が
２
千
万
円
を
超
え
る
人
。

④
１
ヵ
所
か
ら
給
与
を
受
け
て
い

　
る
人
で
、
給
与
所
得
や
退
職
所

　
得
以
外
の
所
得
の
合
計
が
20
万

　
円
を
超
え
る
人
。

⑤
２
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

　
て
い
る
人
。

⑥
同
族
会
社
の
役
員
や
こ
れ
ら
の

　
人
と
親
戚
関
係
な
ど
の
人
で
、

　
そ
の
法
人
か
ら
給
与
等
の
他
に

　
貸
付
利
子
や
賃
借
料
を
受
け
て

　
い
る
人
。

⑦
退
職
所
得
の
あ
る
人
で
、
「
退
職

　
所
得
の
受
給
に
関
す
る
申
告
書
」

　
を
提
出
し
な
か
っ
た
人
。

　
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い

場
合
で
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金

や
予
定
納
税
を
し
た
税
金
が
納
め

過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
人
は
、
還
付

を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
や

　
医
療
費
控
除
、
寄
付
金
控
除
、

　
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
な
ど
を

　
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
。

＊
源
泉
徴
収
さ
れ
た
配
当
や
原
稿

　
料
な
ど
の
収
入
が
少
額
で
、
か

　
つ
そ
の
他
の
所
得
も
あ
ま
り
多

　
く
な
い
人
。

＊
給
与
所
得
者
で
、
年
の
中
途
で

　
退
職
し
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ

　
た
た
め
、
年
末
調
整
を
受
け
て

　
い
な
い
人
。

＊
予
定
納
税
を
し
て
い
る
人
で
、

　
確
定
申
告
の
必
要
が
な
く
な
っ

　
た
人
。

　　
所
得
税
は
、
各
人
が
自
分
の
所

得
金
額
と
そ
の
所
得
金
額
に
対
す

る
所
得
税
額
を
計
算
し
、
申
告
し

た
所
得
税
額
を
納
付
す
る
申
告
納

税
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
税
務
署
で
は
、
こ
の
申
告
納
税

制
度
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
確
定
申

告
書
及
び
添
付
書
類
に
つ
い
て
、

ご
自
分
で
作
成
し
、
郵
送
等
に
よ

り
提
出
し
て
い
た
だ
く
「
自
書
申
告
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
税
務
署
、
役
場
か
ら
申
告
に
つ

い
て
通
知
の
な
い
方
で
も
申
告
の

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

所
得
税
確
定
申
告
書
作
成
指
導
会
場
、

ま
た
は
税
務
署
で
申
告
さ
れ
る
か
、

申
告
書
を
自
分
で
作
成
し
、
郵
送

に
よ
り
税
務
署
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
確
定
申
告
書
の
作
成
に

あ
た
り
、
不
明
な
点
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▽
確
定
申
告
書
の
提
出
先

　
〒
３
９
２-

８
６
０
１

　
諏
訪
市
清
水
２-

５-

22

　
諏
訪
税
務
署
　
個
人
課
税
部
門

�
　
　
☎
５
７-

５
２
１
１（
直
通
）

　　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
２
月
16

日
か
ら
始
ま
り
、
申
告
と
納
税
の

期
限
は
３
月
15
日
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
所
得
税
の
納
税
方
法
に
振
替
納

税
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度

を
利
用
す
れ
ば
、
銀
行
な
ど
の
預

金
口
座
か
ら
振
替
に
よ
っ
て
納
税

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
預
金
先
の

金
融
機
関
、
税
務
署
ま
た
は
申
告

相
談
会
場
で
担
当
者
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
日
は
４
月
20
日
（
金
）

で
す
。
口
座
残
高
を
確
認
し
、
振

替
が
で
き
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で
次

の
人
は
、
住
民
税
の
申
告
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
平
成
18
年
分
の
確
定
申
告
を
し

　
た
人
。

②
前
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
の

　
み
で
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払

　
報
告
書
が
役
場
に
提
出
さ
れ
て

　
い
る
人
。

③
前
年
中
の
収
入
が
全
く
無
く
、

　
同
居
し
て
い
る
親
族
の
扶
養
家

　
族
と
し
て
申
告
さ
れ
て
い
る
人
。

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
申

告
が
な
い
場
合
、
一
定
所
得
以
下

の
方
に
適
用
さ
れ
る
軽
減
制
度
が

適
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

平
成
18
年
中
に
収
入
が
な
い
方
で

も
住
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
所
得
税
や
住
民
税
（
町
県
民
税
）
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
か
ら
申
告
に
必
要
な
証
明
書
な
ど
を
そ
ろ
え
、
早
め
に
所
得
税
・

住
民
税
の
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
方

所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
方

申
告
で
税
金
が
戻
る
場
合

申
告
で
税
金
が
戻
る
場
合

申
告
書
の
記
載
は

　
　
　
ご
自
分
の
力
で

申
告
書
の
記
載
は

　
　
　
ご
自
分
の
力
で

申
告
と
納
税
は

　
　
3
月
１５
日
ま
で
に

申
告
と
納
税
は

　
　
3
月
１５
日
ま
で
に

納
税
は
口
座
振
替
で

納
税
は
口
座
振
替
で

住
民
税
の
申
告
が
不
要
な
方

住
民
税
の
申
告
が
不
要
な
方

国
保
加
入
者
は
必
ず
申
告
を

｢

税
に
関
す
る
標
語｣ 

富
士
見
町
長
賞
受
賞
作
品

税
金
で 

こ
の
町
こ
の
国 

支
え
よ
う

南中学校3年

岩田 絢貴 君

申
告
に
つ
い
て
の

　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

●
役
場
財
務
課
町
民
税
係

　
☎
６
２-

９
１
２
２

　
　
９
１
２
２

●
２
月
21
日(

水)

・
22
日(

木)

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ

　
　
　（
申
告
会
場
直
通
）

　
☎
０
８
０

　
　-

１
０
７
７-

１
７
７
５

　
　
８
１
４
３
・
８
１
５
０
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所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
期
間
は

　
　
　
2
月
１６
日
か
ら
3
月
１５
日
ま
で

所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
期
間
は

　
　
　
2
月
１６
日
か
ら
3
月
１５
日
ま
で

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
の
申
告
及
び
各
地
区
巡
回
中
は
、

　
財
務
課
の
窓
口
で
の
対
応
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

　
了
承
く
だ
さ
い
。

〔平成18年分所得税確定申告書作成指導会 日程〕

※この所得税確定申告指導会は、税理士会の協力により無料指導会ですので、申告の内

　容等により指導できない場合もあります。

所得税確定申告書作成指導会における税理士の無料相談対象者は

　○小規模事業者

　　・前年度所得（専従者控除・青色控除前の所得）が300万円以下の方�

　　・前記の方で消費税が基準期間課税売上が3,000万円以下の方�

　　・税理士等の関与のない、事業所得者・不動産所得者・雑所得者

　　・経済的理由により、税理士等に業務委託が困難な方

　○税理士等の関与のない方で年金受給者・給与所得者

この指導会で税理士の無料相談を受けることのできない方は　

　　・譲渡所得申告者・贈与税の申告者・住宅取得等特別控除の申告者

　　・既に税理士が関与されている方や､法人の役員�

　　・消費税課税事業者で基準期間売上が3,000万円超の方�

　上記に該当される方は、直接税理士に依頼するか、税務署での申告をお願いします。

※何れの会場も受付時間は、午前９時～11時と午後1時～4時です。

　資料準備の都合上、指定された会場での申告にご協力をお願いします。迅速な相談が

できますよう、必要伝票類は整理し、申告書へ記入してください。

2月21日（水）

2月22日（木）

〔受付〕

09：30～10：00

13：00～13：30

【指導会】

10：00～12：00

13：00～16：00

コミュニティ・プラザ

2階　大会議室

全　　　町

（所得税に関する　　　　

　 確定申告書作成指導会）

税理士会による無料相談

相　談　日 時　　　間 会　　　場 対　象　地　区

〔平成19年度住民税申告指導会（相談）日程〕

相　談　日 会　　　　場 対　　　象　　　地　　　区

2月�16日�（金）

� 19日�（月）

� 23日�（金）

� 27日�（火）

� 28日�（水）

3月�1日�（木）

� 2日�（金）

� 5日�（月）

� 6日�（火）

� 7日�（水）

� 8日�（木）

� 9日�（金）

� 12日�（月）

� 13日�（火）

御射山神戸公民館

乙事区役所

立沢構造改善センター

役場3階

　　301会議室

　　302会議室

　　303会議室

机集落センター

上蔦木集落センター

田端公民館

信濃境公民館

高森公民館

木之間公民館

原の茶屋集落センター

御射山神戸・栗生

乙事

立沢・立沢南原・立沢広原

瀬沢新田・南原山・富原

富士見

富里・富ヶ丘

富士見台・桜ヶ丘

机・平岡・瀬沢・先能

上蔦木・下蔦木・神代

田端・先達・葛窪・境広原

信濃境・池袋・烏帽子

高森・小六

木之間・横吹・花場・若宮・休戸・とちの木

原の茶屋・松目・大平・富士見ヶ丘・塚平



　
私
は
今
ま
で
、
税
の
こ
と
に
は
無
関
心

だ
っ
た
。
税
金
は
良
い
物
と
は
ど
う
し
て

も
考
え
ら
れ
ず
、
た
だ
国
の
借
金
を
返
す

た
め
に
取
ら
れ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。

買
い
物
を
す
れ
ば
実
際
の
品
物
の
値
段
よ

り
高
く
な
る
。
父
が
頑
張
っ
て
働
き
も
ら

っ
た
給
料
は
、
所
得
税
や
住
民
税
が
引
か

れ
て
少
な
く
な
る
。
い
っ
そ
税
金
な
ん
て

な
く
な
っ
て
し
ま
え
ば
と
思
っ
た
こ
と
は

幾
度
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
私
は
も
う
そ
ん
な
こ
と
は
思

わ
な
い
。
税
金
の
使
わ
れ
方
、
大
切
さ
が

よ
く
わ
か
っ
た
か
ら
だ
。
私
た
ち
３
年
生
は
、

先
日
租
税
教
室
を
受
け
た
。
国
税
局
の
方

に
講
師
と
し
て
来
て
い
た
だ
き
、
税
金
の

種
類
と
使
わ
れ
方
、
そ
し
て
納
税
の
義
務

の
こ
と
ま
で
を
詳
し
く
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
そ
の
中
で
、
興
味
深
い
話
し
が
あ
っ
た
。

国
の
財
政
の
歳
出
の
中
で
、
教
育
費
な
ど

が
約
７
％
を
占
め
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。

　
今
ま
で
そ
ん
な
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
た

だ
で
も
ら
っ
て
い
る
感
じ
の
教
科
書
を
ボ

ロ
ボ
ロ
に
し
て
い
た
。
今
思
う
と
教
科
書

を
大
切
に
使
っ
て
い
な
か
っ
た
自
分
が
と

て
も
恥
か
し
い
。

　
私
た
ち
が
払
っ
た
消
費
税
や
、
親
の
給

料
か
ら
引
か
れ
た
様
々
な
税
の
お
か
げ
で
、

生
徒
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
生
徒

の
た
め
に
税
金
を
納
め
て
く
れ
て
い
る
人

達
み
ん
な
に
感
謝
し
た
い
。

　
私
も
就
職
し
た
ら
、
子
供
達
の
た
め
に
も
、

税
金
を
き
ち
ん
と
納
め
る
人
に
な
り
た
い

と
思
う
。

　

先
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
、

中
学
生
を
対
象
に
、
毎
年
「
租
税
教
室
」

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
室
を
通
し
て
、
中
学
生
の
皆

さ
ん
が
「
税
」
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
、

考
え
た
こ
と
を
作
文
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
納
め
た
税
金
は
、
様
々
な

物
や
施
策
と
な
っ
て
日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
紹
介
す

る
作
文
か
ら
、
改
め
て
「
税
」
の
意
義

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

中
学
生
の｢

税
に
関
す
る
作
文｣

 
平
成
18
年
度 

表
彰
作
品
紹
介

中山淳子さん（左）と津金静保さん（右）

諏
訪
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

会
　
長
　
賞

　　
私
は
以
前
、
「
税
金
と
は
ド
ロ
沼
に
金
を

放
り
投
げ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
」
と
勝

手
に
思
い
込
ん
で
い
た
。
だ
か
ら
「
税
金

の
値
上
げ
を
す
る
べ
き
だ
」
と
安
易
に
言

う
よ
う
な
政
治
家
は
、
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た

途
端
に
嫌
い
に
な
る
。
そ
ん
な
時
よ
く
思

う
の
は
、
税
金
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に

機
能
し
て
い
る
の
か
？

　
先
日
、
租
税
教
室
を
受
け
た
。
税
金
を

使
っ
て
「
税
」
に
つ
い
て
学
ぶ
の
は
不
思

議
な
話
だ
、
と
こ
れ
は
後
に
な
っ
て
思
っ

た
こ
と
だ
け
れ
ど
、
と
に
か
く
私
の
疑
問

は
潮
が
引
く
よ
う
に
解
決
し
た
。

　
税
と
い
う
も
の
は
簡
潔
に
、
①
国
の
歳

入
額
の
約
六
割
を
占
め
る
。
②
社
会
保
険

費
（
年
金
や
医
療
費
）
に
最
も
多
く
使
わ

れ
る
。
③
す
べ
て
の
国
民
の
た
め
に
使
わ

れ
る
、
と
い
う
も
の
ら
し
い
。
ま
ず
①
②

③
に
通
じ
て
私
が
思
っ
た
の
は
、
納
め
た

お
金
の
大
半
は
自
分
に
返
っ
て
く
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
私
は
、
税
金
の
行
く
先
が
ド
ロ
沼
で
は

な
か
っ
た
こ
と
が
、
た
だ
単
純
に
嬉
し
か

っ
た
。
第
一
に
そ
れ
は
あ
り
え
な
い
こ
と

だ
と
租
税
教
室
全
体
を
通
じ
分
か
っ
た
。

税
は
一
銭
た
り
と
も
無
駄
に
な
ど
な
っ
て

い
な
い
。
む
し
ろ
税
ほ
ど
生
活
に
密
着
し

た
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　
以
前
は
わ
か
っ
た
つ
も
り
に
な
っ
て
、
「
税

金
は
公
共
事
業
や
私
達
が
学
校
に
通
う
こ

と
に
使
わ
れ
て
い
る
ん
だ
」
な
ん
て
思
っ

て
い
た
け
れ
ど
、
税
金
は
そ
の
他
に
社
会

保
険
費
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

　
私
が
歯
医
者
に
通
っ
て
い
た
時
、
私
は

い
つ
も
千
円
以
上
を
支
払
っ
て
い
る
の
に

対
し
、
年
配
者
は
そ
の
半
分
に
も
達
し
な

い
金
額
を
支
払
っ
て
い
た
。
な
ぜ
だ
ろ
う
、

と
疑
問
を
持
つ
反
面
で
羨
ま
し
か
っ
た
。

し
か
し
考
え
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
彼

ら
も
昔
多
額
の
税
金
を
納
め
て
い
た
の
だ
。

今
ま
で
貢
献
し
て
き
た
の
だ
か
ら
、
社
会

的
に
保
証
を
受
け
る
こ
と
に
は
納
得
で
き
る
。

税
金
は
「
す
べ
て
の
国
民
の
た
め
に
」
使

わ
れ
る
。
例
え
そ
の
中
に
あ
の
嫌
い
な
政

治
家
も
含
ま
れ
て
い
よ
う
と
、
自
分
達
の

納
め
た
税
金
は
、
身
の
回
り
の
物
と
な
っ

て
き
ち
ん
と
返
っ
て
く
る
の
だ
。
そ
れ
は

医
療
費
だ
っ
た
り
、
水
だ
っ
た
り
と
形
は

さ
ま
ざ
ま
だ
け
れ
ど
、
い
た
る
と
こ
ろ
で

く
ま
な
く
私
達
を
救
う
。

　
「
税
」
は
生
活
の
枷
に
な
る
け
れ
ど
、

基
盤
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
税
を
無
駄
に
扱
わ

な
い
で
欲
し
い
。
自
分
で
は
な
い
他
の
人

の
た
め
に
も
、
豊
か
で
住
み
良
い
暮
ら
し

を
「
税
」
で
進
め
、
築
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
義
務
で
も
あ
る
。

　
今
回
、
私
は
、
現
代
日
本
の
政
治
の
入

り
口
を
見
つ
け
、
税
と
税
を
納
め
る
人
が

あ
っ
て
こ
そ
、
今
の
暮
ら
し
が
成
り
立
っ

て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。

　
な
の
で
私
は
、
こ
れ
ま
で
に
税
を
納
め

て
き
た
全
て
の
人
に
、
あ
り
が
と
う
・
・
・

と
言
い
た
い
。

第
1
回

そ
れ
は
い
た
る
と
こ
ろ
に

富
士
見
高
原
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　
　
中
山
　
淳
子

富

士

見

町

長

賞

税
で
学
ぶ
私
た
ち

富
士
見
高
原
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　
　
津
金
　
静
保

か
せ



住民票の写し等が請求できます住民票の写し等が請求できます
住所地の市町村役場以外でも

下記のとおり、住民票の写し･印鑑登録証明書･戸籍謄（抄）本・地方税に関する証明書の請求ができ

ます。どうぞ、ご利用ください。

※郵便による請求もできますので、お問い合わせください。

毎週火曜日（祝日の場合は翌日）は午後７時まで窓口業務の一部を延長しています

〔取扱い業務〕　住民福祉課窓口…住民票の写し　 印鑑登録証明書　 印鑑登録　 戸籍謄抄本（今の戸籍）

　　　　　　　財務課窓口………納税証明　 所得資産に関する証明　 町税・諸料金の納付

【お問い合わせ】

　　住民票・戸籍・印鑑証明関係 ： 住民福祉課住民係　☎62-9112　　9112�

　　町税・料金関係 ： 財務課町民税係　☎62-9122　　9122　　収納係　☎62-9123　　9123

� 資産税係　☎62-9124　　9124

諏訪地方6市町村
住民基本台帳

ネットワークシステム
町内特定郵便局

諏訪地方6市町村全ての窓口
で住民票の写し等を取ること
ができます

全国どこの市町村でも自
分や世帯の住民票の写し
を取ることができます

町内特定郵便局5局で各種証明書
を取ることができます

岡谷・下諏訪・諏訪・茅野・原の
各市町村窓口

□住民票の写し
□印鑑登録証明書
□地方税に関する証明書
　㈰所得・課税・扶養証明書
　㈪納税証明書
　㈫固定資産評価証明書
　㈬公租公課証明書
　㈭軽自動車税納税証明書
　　（継続審査用）

□住民票の写し・・・
　住民票に記載されている人
　本人と同一世帯の人
　本人の委任状を持参した人
□印鑑登録証明書・・・
　印鑑登録証を持参した人
□地方税に関する証明書・・・
　納税義務者本人
　納税義務者本人の委任状を
　持参した人

□印鑑
□手数料1通300円
　（軽自動車税納税証明書は
　　　　　　　　　　　無料）
□印鑑登録証
　（印鑑登録証明書を請求さ
　　　　　　　　　   れる人)

住基ネットに接続してい
る全国の市町村役場

□住民票の写し

本人又は同一世帯の人

□写真付の身分証明書
　（住基カード・運転免許
　　　  証・パスポート等）�
□手数料
□印鑑

富士見・御射山・境・本郷・瀬沢の
各郵便局

平　日　8:30～17:30 時間は各市町村によって
異なります

平　日　9:00～17:00

□住民票の写し
□印鑑登録証明書
□戸籍謄本･抄本�
□地方税に関する証明書
　㈰所得・課税・扶養証明書
　㈪納税証明書
　㈫軽自動車税納税証明書
　　（継続審査用）

□住民票の写し・戸籍謄本・抄本･･･�
　　本人及び同一世帯(戸籍)の人

□印鑑登録証明・税に関する証明･･･�
　　本人のみ

□印鑑
□手数料
＜住民票の写し、印鑑登録証明書･･･�
          　　　　　　 1通300円＞
＜戸籍謄本、抄本･･･1通450円＞�
□印鑑登録証
　（印鑑登録証明書を請求される人）
□本人確認書類
　（運転免許証・保険証等）

取 扱 い の
場 所 と 時 間

証明書の種類

請求できる人

持  ち  物

有

有 有

有



富 士 見 町 選 挙 管 理 委 員 会

富士見町明るい選挙推進協議会

富士見町農業委員会委員一般選挙富士見町農業委員会委員一般選挙富士見町農業委員会委員一般選挙
�告示日／ 2月27日（火）

投票日　 3 月 4 日（日） 午前7時から午後8時まで
�開　票／同日午後9時より富士見町役場3Ｆ

立候補予定者説明会

日時 ： 2月16日（金）

　　　午後1時30分から

場所 ： 役場3階会議室

今回の農業委員会委員選挙から選挙により選出する委員数

は13名です。

　農業委員会は、農地等の利用関係の調整や農業振興、農地

法に基づく農地行政を執行し、農業・農業者の利益代表機関と

して、農政の確立に取り組む大切な機能と役割を持っています。

　農業委員会委員選挙は、地域と農業者の信頼に応え、農業委

員会の機能を十分に発揮する農業委員を選出する大切な選挙

です。

立候補できる人

　投票できる人の選挙人名簿への登録要件と同

じです。

　但し、年齢については、投票日当日に20歳に達

する人は立候補することができます。

投票できる人

　今回の選挙で投票できる人は、平成18年１月１

日現在の申請に基づいて、平成18年３月31日に

確定した農業委員会委員選挙人名簿に登録され

た人で、富士見町に住所のある人です。

　選挙人名簿への登録要件は、富士見町農業委員

会の区域内に住所を有し、年齢が20歳以上である

ことのほか、主に次の要件に該当する人です。

　※10アール以上の農地について耕作の業務を

　　営む人

　※上記の人の同居の親族又は配偶者で、年間お

　　おむね60日以上耕作に従事していると農業

　　委員会が認めた人

○入場券は告示日以降に発送する予定です。

○名簿登録以降に転居され、その後も選挙権のあ

　る人は、従前の住所地の投票所で投票すること

　になります。

投票の方法

　投票は「記名投票」です。

　自分が投票しようとする候補者１名の氏名を

書いて、投票箱に入れてください。

　投票日当日、都合の悪い見込みの方は、期日前

投票、または不在者投票をしてください。

　投票日に投票所へ行くことができない事由が

ある場合、投票日前に下記の投票方法で投票でき

ますのでご利用ください。

◇期日前投票 【期間/2月28日（水）～3月3日（土）

　　　　　　　時間/8：30～20：00　場所/富士見町役場4階】

　＊投票日に仕事や旅行などのため投票できない場合

◇郵便等による不在者投票 【期間/2月28日（水）～3月3日（土）】�

　＊投票所に行くことが困難な重度の障害がある選挙人の場合

　　（事前に町選挙管理委員会から、「郵便等投票証明書」の交付済みである

こと）

　＊投票日に自分が登録されている投票区の区域外に滞在中の場合

　　（滞在先で投票したい方は、郵便等であらかじめ町選挙管理委員会に投票

用紙の請求をして交付を受けた後、最寄りの市町村選挙管理委員会に出

向き投票してください。

◇指定病院・施設等における不在者投票 【期間/施設で指定があります】

　＊投票日に指定された病院や施設に入院（所）している場合

◇選挙についての情報は、

　富士見町役場ホームペ

　ージ「ふじみ選挙」で

　ご覧いただけます。

◇選挙に関するお問い合

　わせ、不明な点などあ

　りましたら、富士見町

　選挙管理委員会事務局

　までご連絡ください。

　　　　☎62-9403

　　　　　9403有



統一地方選挙の選挙日程が決まりました

寄付禁止のルールを守って明るい選挙を実現しましょう

◇長野県議会議員一般選挙
　告示日：平成19年3月30日（金）
　投票日：平成19年4月8日（日）
※今回から選挙区と定数が変わります。

◇富士見町議会議員一般選挙
　告示日：平成19年4月17日（火）
　投票日：平成19年4月22日（日）

　４月には、統一地方選挙が執行されます。これからの４年間、住民を代表して議会

運営を委ねる議員を選ぶ大事な選挙です。棄権することのないよう投票してください。

　なお、今回の長野県議会議員一般選挙から選挙区とその定数が変更されます。選挙

区は、富士見町と茅野市・原村の区域を合わせた合区となり、定数は２人となります。

　選挙制度は、公職選挙法で規定され、お金にゆがめられない明るく正しい選挙が行

われることを目的としています。

　国・県では明るい選挙推進活動として、明るい選挙啓発ポスターコンクールを行っ

ています。今年度の長野県審査では、南中学校３年の中新田絵子さんの作品が佳作に、

小松奎太さん、川窪光俊さんの作品が入選しました。

　政治家が選挙区内の人に、お金や物を贈

ることは法律で禁止されています。

　また、有権

者が寄附を求

めることも禁

止されていま

す。

冠婚葬祭や地域のイベントなど、こんな時、

こんな物も、寄附禁止

○秘書等が代理で出席する場合の香典・結婚祝、お中
　元、お歳暮、入学祝、卒業祝、病気見舞　等
○地域の行事やスポーツ大会、催し物への寸志や　
　飲食物の差入

平成18年度明るい選挙
啓発ポスターコンクール

佳　作

南中学校3年

中新田絵子さん

～ 検 察 審 査 の 流 れ ～ 検
察
審
査
会
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
「
検
察
審
査
会
」
は
有
権
者
の
中
か
ら
く
じ

で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
が
検
察
官
の
不
起

訴
処
分
の
当
否
を
審
査
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
相
談
や
申
立
て
に
つ
い
て
の
費
用
は
一
切
無

料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　 

諏
訪
検
察
審
査
会
事
務
局
（
長
野
地
方
裁
判

　 

所
諏
訪
支
部
内
）
　
�
☎
５
２-

１
６
７
０

政治家の寄附禁止
政治家（候補者、候補者になろうとする者、現に公職にある者）

は、寄附をすると処罰されます。

政治家に対する寄附の勧誘・要求の禁止
有権者が威迫して、あるいは政治家を陥れる目的で寄附を求

めると処罰されます。

政治家の関係団体の寄附の禁止
政治家が役職員や構成員である団体が、政治家の氏名を表示

して選挙に関し寄附をすると処罰されます。

後援団体の寄附禁止
　後援団体が花輪・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

時候のあいさつ状の禁止
政治家は、答礼のための自筆によるものを除き、時候のあいさ

つ状を出すことが禁じられています。

あいさつを目的とする有料広告の禁止
　政治家や後援団体が、有料のあいさつ広告を出すと処罰
されます。

1

2

3

4

5

6

㈰事件の発生 ㈪警察の調べ ㈫不起訴 ㈬申立て

㈭審　査 ㈮議　決 ㈯起　訴 ㉀判　決

彼女、いきなり
飛び出したんです。

不起訴にしました。

調べ直して
下さい。

なるほど不起訴は
納得できない。

あの男の言っている
ことはウソよ!
調べ直して!!

納得
できません!

（ウソの弁解）

（有権者から選ばれる）
検察審査員

検察官 事務局

裁判官

検察官

検事正

起
訴
状

議
決
書

検
察
審
査
会

裁判所検察庁 有罪

問



◎中身を使うことにより不要となる物 （　   ←このマークが容器包装プラスチックの目印です）

（　  マークがあるもの）

プラスチック類の資源物収集
平成19年4月から始めます平成19年4月から始めます

プラスチック類の資源物収集
分別は2つ ⬅このマークが目印です

容器包装プラスチック
容器包装プラスチックとは、商品を入れた箱や袋などの「容器」や商品を包
んでいる「包装」で、プラスチックでできているプラマークのあるものです。
マーク表示のスペースがないもの（ペットボトルのキャップなど）は、本体（ボ
トル等）など別の場所にまとめて書いてある場合があります。

◎プラスチック製の商品そのもの

（　  マークがないもの）

硬質プラスチック等
硬質プラスチック等とは、硬くて形のあるもので、おもちゃや食器、カセットテ

ープやビデオテープ（ケースを含む）など、プラスチックでできているプラマー

クのないものです。ただし、大きさは30�×30�より小さいものとします。

（バケツや洗面器など大きいものは粗大ごみで出してください。） 

プラスチック製容器 ボト ル 類ポリ袋・ラップ類

色付きトレイ等 そ　の　他チューブ類

●カップ・パック類

○スプレーのポンプも対象です。
○キャップ、ポンプ類は、はずして同じ
　指定袋へ入れてください。

○キャップは、はずして同じ指定袋に
　入れてください。
○チューブを半分に切ると洗いやすく
　なります。
○汚れを落とすのに水や洗剤を多量
　に使う物は可燃ごみとして出せます。

○発泡スチロール、白トレイは、従来ど
　おり発泡スチロールとして分別収集
　します。
○紙ラベルなど、貼ってあるシール状
　の表示は、はがさなくてけっこうです。

●カラートレイ

●プラスチック
　製のおもちゃ

●ビニールひも ●PPバンド ●歯ブラシ
●プラスチック製の
　食器・お盆

●ビデオテープ・
　CD版・ケース

●プラスチック製の
　ハンガー ●ストロー・スプーン

●キャップ類

●網・ネット類

●緩衝材類

（例）



＜ステーションへの出し方＞

◎月1回の資源物収集日に出してください

出すときの注意点

㈪家庭では、容器包装プラスチッ
　クと硬質プラスチックに分けて
　レジ袋などに入れ、収集日まで
　保管してください。

㈫月１回の資源物収集日に、ステ
　ーションにある収集専用袋に容
　器包装プラスチックと硬質プラ
　スチック等を別々に、持ち寄っ
　た袋から出してバラで入れてく
　ださい。

㈰中身を使いきり、汚れを取り除く。
　食器洗いの残り水などを利用し
　てください。

プラスチック類の分別収集 Ｑ＆Ａプラスチック類の分別収集 Ｑ＆Ａ
Ｑ：プラスチックにはいろいろな材質があるようだけど別々
に出すの？

Ａ：表示を見るとＰＰやＰＳなど素材の違うものがありま
すが、素材で区分する必要はなく、まとめて容器包装
プラスチックとして出してください。

Ｑ：ティッシュの箱のように、プラスチック製の部分と他
の材質が混ざっているものはどうなるの？

Ａ：それぞれに分けて出してください。ティッシュの箱で
あれば、紙の部分は「雑誌・その他紙」として、取り出
し口のビニールは取り外して「容器包装プラスチック」
となります。

Ｑ：卵パックなどかさばるものは潰してもいいの？
Ａ：保管スペースを取りますので、潰したり、切ったり、重
ねて出してください。

Ｑ：洗ったものは濡れたまま出していいの？
Ａ：濡れたままでの保管はカビが発生しますので、乾か
すか、水分を拭き取って保管し、出してください。

Ｑ：値段表示などのシールがついている場合ははがすの？
Ａ：簡単にはがせるものははがしてください。取れない
ものは無理に取る必要はありません。

Ｑ：食品以外の容器包装も出していいの？
Ａ：食品だけでなく日用品が入っていたボトルやパッケ
ージなど、色や形に関係なく出してください。また、
シャンプー容器などは、軽く水洗いをして出してくだ
さい。

Ｑ：汚れの落としにくいものはどうするの？
Ａ：マヨネーズやケチャップなどの容器、わさびや歯磨き
などのチューブなど汚れの落としにくいものは、燃え
るごみとして出してください。ただし、しっかり汚れ
を落とせば容器包装プラスチックとして出せます。

Ｑ：スーパーのレジ袋に入れたままで出してもいいの？
Ａ：収集の際には、ステーションに用意された収集専用
袋にバラで入れていただきます。レジ袋は容器包装
プラスチックとして収集しますが、当面の間は分別や
洗浄の徹底を図るため、レジ袋に入れたままでの収
集はしません。

Ｑ：分別されたプラスチック類はどうなるの？
Ａ：皆さんが分別して出した容器包装プラスチックや硬
質プラスチックは、町で収集した後、中間処理施設に
運びます。そこで、圧縮梱包して再商品化事業者に
引き渡され、リサイクルされます。

〇分別マークの表示を確認してください

　金属や紙などの異物や容器包装プラスチックと硬質プラスチックなどが混入しないようにしてください。リ

　サイクルできなくなることがあります。

〇汚れを落としてください

　汚れていないものはそのままで、汚れているものは水ですすいで、水気を切って出してください。

〇中身を使いきり 軽く水洗いをしてください�

　食べ残しなどは必ず取り除いてください。汚れの取れないものや判断に迷うものは、燃えるごみで出して

　ください。

〇キャップなどははずして一緒に出してください

　ボトルのキャップやスプレーのポンプなどははずして、ボトルと一緒に出してください。



　 住民福祉課保健予防係（保健センター内）

　 ☎62-9134　　62-6877　　9134

問

有℻

2月は「富士見町生活習慣病予防月間」です2月は「富士見町生活習慣病予防月間」です

チェックしてみましょう!

今注目のメタボリックシンドローム(内臓脂肪症候群)とは？
　肥満の人が、軽症でも高脂血症・高血圧・糖尿病といった生活習慣病を２つ以上持っている状態をいいま

す。自覚症状はありませんが、放置すると動脈硬化が急激に進行し、脳卒中や心筋梗塞を引き起こします。

肥満チェック（腹囲）
男性　85cm以上
女性　90cm以上

あなたは、メタボリックシンドローム（内蔵脂肪症候群）？

※おへその高さの腹囲を測ります

健診結果をご覧ください。

次のうち2つ以上当てはまる項目がある。

いいえ
は　い

脂質チェック
中性脂肪150mg/dl以上、または
HDLコレステロール40mg/dl以下

メタボリック症候群の可能性は低いです。
BMI(体重kg÷身長m÷身長m)が25以
上の方は減量が必要です。

血圧チェック
収縮期(最大)130mmHg以上、また
は拡張期(最小)85mmHg以上

血糖チェック
空腹時血糖が110mmHg以上

いいえ
は　い

あなたは、メタボリック
シンドロームです!!

富士見町の集団健康スクリーニングで、メタボリックシンドロームが

強く疑われる、また予備群と考えられる方は、

　　　男性　３人に１人　　女性　１０人に１人�
健診結果を放置していませんか？

「健診を受けたけど結果はよくみていない」という方や、「もう一度

検査をと言われているけど放っておいている」という方はいませんか？

ぜひ、この機会に自分の健康について考え、生活を見直してみましょう!

― 健康相談会のお知らせ ―
保健師・栄養士による個別相談を行います。血圧測定や尿検

査もできますので、お気軽にお出かけください。

日　時：2月20日（火） 21日（水） 22日（木） 23日（金）
　　　　午前9時～午前11時30分
場　所　保健センター　　
持ち物：健診結果（最近のもの）

ウエストの
　　サイズダウンで健康アップ!
　内臓脂肪は蓄積しやすい反面、皮下脂肪よ
り燃焼しやすいので、食事や運動、ストレス
軽減など、日頃の生活習慣を改善することで
減らすことは十分に可能です。

歩くクセをつけましょう。
食生活を見直しましょう。

平成19年度

検診申し込み
平成19年度

検診申し込み
町で行なう「平成19年度の検診」の申し込

み書を各区保健補導員等を通して２月21

日（水）まで配布・回収をしています。

●検診対象年齢に該当しない方には、申し込     

　み書が配付されません。

●町で行なう検診は表のとおりですが、年齢・

　地区指定のある検診がありますのでご注

　意ください。

●回収後、確認のため住民福祉課からご連絡

　することがあります。

胸部レントゲン健診 5月
65歳以上（年齢に該当しない方は
受診できません）

肺がんCT検診 7月

45歳以上（年齢に該当しない方は受
診できません）で、落合地区（新田・
桜ヶ丘区含む）境地区の方で、タバコ
を多く吸う等の要件に該当する方

乳房検診（マンモグ
ラフィ検診）
（女性のみ）

9月
40歳～74歳までの、落合地区（新田
・桜ヶ丘区含む）境地区の方

子宮検診
（女性のみ）

7～8月
20歳以上で、落合地区（新田・桜ヶ丘
区含む）境地区の方

大腸検診
（便潜血反応検査）

6月・10月 40歳以上

胃検診（バリウム） 10月 35歳以上

医療機関健診
7月～
H20.2月

40歳以上

集団健康
スクリーニング

6月 40歳以上

検　　診　　名 時　　期 対　象　年　齢　等



【お問い合わせ】

　住民福祉課国保年金係　　☎62-9111　　9111

　富士見町社会福祉協議会　☎62-6766　　8988

健 康 ふ じ み２１講 演 会

～いきいき健康づくり活動～～いきいき健康づくり活動～～いきいき健康づくり活動～

講　師： 八 名　信 夫　氏

演　題：『出会い、ふれあい、人の味』

聴講は無料です
ぜひ、お出かけください

岡山市出身。

明治大学から東映フライヤーズのピッチャーに。

怪我のためプロ野球から映画俳優へ転出。

悪役俳優として48年、日本の映画・テレビ界で活躍。

長年 《町おこし》《ボランティア》《子供達へのメ

ッセ－ジ》 で熱心に活動を続けている。

映画生誕100年には、日本映画批評家協会特別賞

を受賞。

日　時：�平成19年3月3日（土）

� 午後1時30分～3時00分（昼0時45分開場）

会　場：�富士見町グリーンカルチャーセンター

主　催：�富士見町

後　援：�富士見町社会福祉協議会

� 富士見町保健補導員会連合会

※当日は、大勢の方の来場が予想されます。上履きと下足用の入れ物（ビニール袋）を、

　各自お持ちください。また、会場内でのビデオ撮影・録音等はご遠慮願います。

の  ぶなや お

プロフィール

有

有



■子ども課 ☎62-9235（役場2階）

■生涯学習課（コミュニティ・プラザ ☎62-7900　町民センター ☎62-2400　井戸尻考古館 ☎64-2044）

教育長へのEメールアドレスは役場ホームページにあります。ご意見をお待ちしています。

編集・発行

富士見町教育委員会

4月には本郷小学校にも児童クラブを開設します。お問い合わせは、子育て支援係☎62-9237　 9237までどうぞ。

　今月は、寒さに負けず放課後を元気に過ごしている富士見小学校児童クラブ（児童46人。

小林しつ子、小林千春、石井裕美指導員：平成13年10月開設）と、境小学校児童クラブ（児

童12人。田辺 雪指導員：昨年4月開設）それぞれの活動の様子を、指導員さんに伺いました。

寒い冬でも元気です! 富士見町の児童クラブ寒い冬でも元気です! 富士見町の児童クラブ寒い冬でも元気です! 富士見町の児童クラブ

　　
富
士
見
小
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
学
校
の

畑
を
少
し
お
借
り
し
て
、
毎
年
野
菜
を
作

っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
14
種
類
作
り
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
植
え
て
も
な
か
な
か
上
手
く
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
貴
重
な
　
お

や
つ
　
の
一
品
で
す
。

　
採
れ
た
野
菜
を
使
っ
て
皆
で
豚
汁
を
作

る
と
、
意
外
な
子
ど
も
た
ち
が
料
理
に
興

味
が
あ
っ
て
、
新
発
見
で
し
た
。
嫌
い
な

野
菜
も
、
皆
と
一
緒
だ
と
つ
ら
れ
て
食
べ

て
し
ま
う
と
い
う
パ
ワ
ー
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
誕
生
会
や
季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
、
集

団
遊
び
な
ど
を
通
じ
、
異
年
齢
で
関
わ
る

楽
し
さ
、
た
て
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し

て
い
ま
す
。

　
け
ん
か
も
し
ま
す
が
毎
日
元
気
、
元
気
、

と
て
も
賑
や
か
な
児
童
ク
ラ
ブ
。
そ
の
元

気
な
パ
ワ
ー
を
見
守
り
な
が
ら
、
家
庭
的

な
雰
囲
気
を
大
切
に
活
動
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　
昨
年
４
月
に
児
童
12
人
、
指
導
員
１
人

で
ス
タ
ー
ト
し
た
境
小
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
い
つ
帰
っ
て
来
て
も
、
「
お

ひ
さ
ま
」
の
よ
う
に
明
る
く
温
か
い
場
所

に
し
て
い
こ
う
と
、
私
（
指
導
員
）
が
12

人
の
お
母
さ
ん
に
な
っ
た
つ
も
り
で
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
１
年
、
皆
が
手
探
り
状
態
の
中
、
色
々

な
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
都

度
皆
で
話
し
合
い
ク
リ
ア
し
て
い
き
、
明

る
く
、
温
か
い
場
所
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
２
年
目
に
入
る
の
で
、
子
ど
も

た
ち
も
、
も
っ
と
余
裕
を
も
っ
て
、
楽
し

く
生
活
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
　

　
行
事
な
ど
、
昨
年
で
き
な
か
っ
た
こ
と

に
も
挑
戦
し
、
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く
楽

し
く
過
ご
せ
る
児
童
ク
ラ
ブ
に
し
て
い
け

た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

採れた野菜でつくった豚汁に負けない熱気です

手作りの帽子に注目です －クリスマス会にて－

有

毎
日 

『
元
気
』 

賑
や
か
で
す
！

「

お

ひ

さ

ま

」

毎
日 

『
元
気
』 

賑
や
か
で
す
！

「

お

ひ

さ

ま

」

児
童
ク
ラ
ブ
の
一
日

       

（
冬
の
平
日
）

児
童
ク
ラ
ブ
の
一
日

       

（
冬
の
平
日
）

1
・
2
年
生
が
、「
た

だ
い
ま
ー
！
」
と

や
っ
て
き
ま
す
。

宿
題
や
、
自
由
あ

そ
び
を
し
ま
す
。

15:40すぎ

下
校
に
な
る
と
、

体
育
館
や
校
庭

で
も
遊
べ
ま
す
。

お
腹
が
す
く
頃
、

お
や
つ
の
時
間
。

当
番
や
み
ん
な

が
準
備
し
て
「
い

た
だ
き
ま
す
」。

17:00～

宿
題
を
し
た
り
、

自
由
あ
そ
び
を

し
て
、
お
迎
え
が

来
た
ら
「
さ
よ
う

な
ら
、ま
た
明
日
」

18:30

児
童
ク
ラ
ブ
閉
室
。

３
年
生
が
や
っ

て
き
ま
す
。

保
育
園
の
送
迎

に
あ
わ
せ
て
お

迎
え
が
来
る
子
も
。

16:30 14:00～15:15



　 

教
育
の
憲
法 

と
言
わ
れ
る
「
教
育
基
本

法
」
が
60
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
た
（
12
月
22
日

公
布
、
施
行
）
。
前
文
か
ら
「
わ
れ
ら
は
、
さ
き

に
、
日
本
国
憲
法
を
確
定
し
、
民
主
的
で
文
化

的
な
国
家
を
建
設
し
て
、
世
界
の
平
和
と
人

類
の
福
祉
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
決
意
を
示

し
た
。
こ
の
理
想
の
実
現
は
、
根
本
に
お
い
て

教
育
の
力
に
ま
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
」
の
傍

点
の
部
分
が
削
除
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
今
こ
そ
、
教
育
は
21
世
紀
の
時
代

を
切
り
拓
く
力
で
あ
る
と
確
信
す
る
。
新
し

い
教
育
基
本
法
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
富
士

見
町
の
教
育
の
再
生
に
本
気
で
取
り
組
み
た

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

1
・
17)

　児童クラブに来る子どもたちが指導員
さんに「おかえり」と迎えられるのを見て、
ホカホカ暖かな気持ちになりました。（Ａ）

教 育 長 の ひ と こ と

編 集 後 記

　2月18日（第3日曜日）は「家庭の日」です。厳寒の季節を家族への温かな思いやりで元気に乗り切りましょう♪

富
士
見
小
学
校
が

優
秀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
校
に

　　
二
〇
〇
六
年
度
「
ソ
ニ
ー
子
ど

も
科
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
入

選
発
表
が
12
月
19
日
行
わ
れ
、
全

国
の
小
・
中
学
校
か
ら
１
７
４
件

の
応
募
が
あ
る
中
、
富
士
見
小
学

校
が
優
秀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
校
（
全

21
校
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
１
９
５
９
年
ソ
ニ
ー
の

創
始
者
井
深
大
等
が
始
め
た
学
校

へ
の
助
成
活
動
に
端
を
発
す
る
も

の
で
、
科
学
が
好
き
な
子
ど
も
を

育
て
る
た
め
の
優
れ
た
取
り
組
み

を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
富
士
見
小
学
校
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
　
藤 

森
　 

斉

　
一
大
テ
ー
マ
『
科
学
好
き
な
子

ど
も
を
育
て
る
富
士
見
っ
子
学
習
』

の
下
、
子
ど
も
た
ち
に
協
力
し
て

も
ら
い
な
が
ら
理
科
教
科
会
で
研

究
を
進
め
ま
し
た
。

　
富
士
見
小
の
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
を
生
か
し
、
森
に
巣
箱
を
か
け

て
鳥
の
子
育
て
の
様
子
を
調
べ
た

り
、
お
借
り
し
た
田
ん
ぼ
で
育
て

た
稲
が
水
口
の
所
だ
と
生
育
が
悪

い
の
は
な
ぜ
か
を
追
究
し
た
姿
な

ど
を
ま
と
め
ま
し
た
。
富
士
見
っ

子
の
真
剣
に
追
究
す
る
よ
い
姿
を

評
価
し
て
頂
い
た
と
考
え
、
と
て

も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

長
年
の
功
労
に
長
野
県
青
少

年
育
成
県
民
会
議
会
長
表
彰

　　
茅
野
地
区
（
茅
野
市
・
富
士
見

町
・
原
村
）
少
年
友
の
会
会
長
の

五
味
美
代
子
さ
ん
が
昨
年
11
月
、

長
野
県
青
少
年
健
全
育
成
県
民
大

会
に
お
い
て
、
平
成
18
年
度
会
長

表
彰
を
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
味
さ
ん
は
平
成
６
年
に
少
年

友
の
会
会
員
の
委
嘱
を
受
け
て
以

来
、
長
年
青
少
年
健
全
育
成
活
動

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
昨
年
４

月
か
ら
は
会
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
、

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

※
連
載
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
っ
て
知
っ
て

　
る
？
」
は
お
休
み
し
ま
す
。

定例教育委員会予定
～皆さまの傍聴をお待ちしています～

帰去来荘 （ききょらいそう）
　帰去来荘は明治43年に代議士の小川平吉が富士見ケ丘に建てた別荘で

す。

　小川平吉は漢学への造詣が深く、出身地の御射山神戸にちなんで「射

山」と号し、自ら数多くの漢詩を創作していますが、特に中国の詩人・

陶淵明の代表作である「帰去来之辞」に憧れ、これを引用して「帰去来

荘」と名づけたそうです。

　鉄板葺木造２階建の建物で、現在は木立ちに囲まれていますが、完成

当初は原っぱの中の一軒家で、富士山から八ケ岳、北アルプスから入笠

山まで一望することができたそうです。�

　また、アララギ派の歌人をはじめ田山花袋、中村不折、池上秀畝など

多くの文人墨客や犬養毅、

近衛文麿ら中央の政界人な

どが足繁く訪れたことでも

知られています。現在は小

川家の別荘として使用され

ています。

（文化財係）

き きょ らい そう だい

がく ぞう けい

ざん

とう えん めい

ぱん ぶき もく ぞう こ だ

や にゅうかさけんいっ

てっ

やま いち ぼう

か じん た やま か たい なか むら ふ せつ がみいけ しゅう ほ

せい かい じん

しげあし おと

ふみこの え まろ

きゃくぼっぶん じん いぬ かいつよし

き きょ らい の じ あこが いん よう

ごう みずか かん し そう さく

しゅっしん ち み さ やま ごう ど しゃかん

ぎ し お がわ へい きち べっ そう

2月21日（水） 午前9時30分～ 役場3階会議室にて

「地域乳幼児相談」開催中
～保健師・栄養士・子ども課職員が

お待ちしています～

■場　所　乙事の子育てひろば“AiAi”

■開催日　2月23日（金）

　　　　　3月22日（木）

■時　間　午前10時15分

　　　　　　～11時15分

■持ち物　母子手帳をお持ちください

【お問合せ】住民福祉課保健予防係

　　　　　　　（保健センター内）

　　　　　　　☎62-9134　　9134有

優
秀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
校
に

　
　
　
　
　
　 

入
選
し
て

ひ
と
し

茅野地区少年友の会

会　長
五味美代子さん

2月、3月には「入園前の子どもの食事・

生活」についてのお話もあります。�

身長・体重を測定して成長を確認する

こともできます。�

子ども課の保育園担当職員がおります

ので、保育園についてわからないこと

も相談できます。

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・



  

銃
器
に
よ
る
有
害
鳥
獣
の

               

一
斉
駆
除
の
実
施

　
富
士
見
町
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会

で
は
、
３
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま

で
の
土
・
日
曜
日
・
祝
日
に
、
町
内
の

山
林
な
ど
で
、
銃
器
を
使
用
し
て
農

作
物
に
対
す
る
有
害
鳥
獣
の
一
斉
駆

除
を
行
い
ま
す
。

　
腕
章
を
つ
け
た
従
事
者
が
土
地
に

立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
山
林
へ
の
出
入
り
に
は
目

立
つ
服
装
を
心
掛
け
る
な
ど
の
注
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

　 

富
士
見
町
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会

　 

事
務
局
　
産
業
課
農
林
係

� 

☎
６
２
‐
９
２
２
２ 

　
９
２
２
２

      

男
女
共
生
セ
ミ
ナ
ー

　
い
じ
め
の
起
き
る
背
景
や
社
会
と

は
・・・
、い
じ
め
に
ど
う
対
応
し
、ま
た
、

ど
う
乗
り
越
え
た
ら
よ
い
の
か
、
具

体
的
に
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
　
時

　
２
月
17
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
会
　
場

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ 

大
会
議
室

■
演
　
題

　
「
互
い
に
、
許
し
合
い
信
じ
合
う
」

　
と
い
う
こ
と

■
講
　
師

　(

社)

日
本
心
理
学
会  

認
定
心
理
士

　
　
　
小
池
　
一
彦 

先
生

※
参
加
費
無
料
、申
込
不
要

※
託
児
を
希
望
の
方
は
２
月
13
日（
火
）

　
ま
で
に
生
涯
学
習
課
男
女
共
同
参

　
画
係
（
☎
６
２
‐
７
９
０
０
　
　
８

　
１
４
５
）へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

     

『
風
林
火
山
』
の
世
界

 

〜
山
本
勘
助
・
そ
の
実
像
と
虚
像
〜

　
諏
訪
地
方
観
光
連
盟
で
は
、
諏
訪

市
市
民
大
学
講
座
に
共
催
し
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
風
林
火
山
』
の
時
代

考
証
を
手
が
け
る
柴
辻
俊
六(

し
ば
つ

じ 

し
ゅ
ん
ろ
く)

先
生(

早
稲
田
大
学

教
育
学
部
講
師)

を
講
師
に
、
公
開
講

座
を
開
催
し
ま
す
。　�

■
日
　
時

　
２
月
27
日（
火
）　
午
後
７
時
〜

■
会
　
場

　
諏
訪
市
文
化
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
　
　
無
　
料

■
申
し
込
み

　
参
加
希
望
の
方
は
、２
月
20
日（
火
）

　
ま
で
に
産
業
課
商
工
観
光
係
（
☎

　
６
２
‐
９
３
４
２
　
　
９
２
２
８
）

　
へ
お
申
し
込
み
く
　
だ
さ
い
。

   
諏
訪
湖
浄
化
講
演

       
『

天

竜

川
へ
の
夢

』

■
講
　
師

　
福
澤 

浩
先
生
（
特
定
非
営
利
活
動

　
法
人
天
竜
川
ゆ
め
会
議
理
事
長
）

■
日
　
時

　
２
月
13
日（
火
）　

　
　
　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

■
会
　
場

　
ラ
コ
華
乃
井
ホ
テ
ル 

２
Ｆ 

パ
ル
ケ

※
入
場
無
料
、申
し
込
み
不
要
で
す
。

　 

諏
訪
湖
浄
化
対
策
連
絡
協
議
会

　 

事
務
局（
諏
訪
市
役
所
内
）

� 

☎
５
２
‐
４
１
４
１  (

内)

２
１
５

  

健
康
講
話

　
「
が
ん
ば
ら
な
い
」
け
ど

              

「
あ
き
ら
め
な
い
」

　
社
団
法
人
茅
野
広
域
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
富
士
見
事
務
所
で
は
、

諏
訪
中
央
病
院
名
誉
院
長 

鎌
田
實
先

生
を
お
招
き
し
て
、
老
化
予
防
法
に

つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。�

■
日
　
時

　
２
月
８
日
（
木
）
　
午
後
２
時
〜
　

■
会
　
場

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ 

大
会
議
室

　 

社
団
法
人
茅
野
広
域
シ
ル
バ
ー

　 

人
材
セ
ン
タ
ー
富
士
見
事
務
所

� 

☎
６
２
‐
７
７
６
６ 

　
２
６
６
３

 

「
諏
訪
地
区
森
林
づ
く
り
の

             

集
い
」
大
会
テ
ー
マ

　
諏
訪
地
域
森
林
づ
く
り
・
林
業
振

興
会
で
は
、
５
月
27
日
（
日
）
に
原
村

で
開
催
す
る
植
樹
祭
に
向
け
て
、
地

域
の
皆
様
か
ら
大
会
の
テ
ー
マ
を
募

集
し
ま
す
。

　
様
々
な
働
き
を
持
ち
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
森

林
に
つ
い
て
、
標
語
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
最
優
秀
作
品
は
、
看
板
や
チ

ラ
シ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
当
日
式
典

に
お
い
て
表
彰
を
行
な
い
ま
す
。

■
応
募
期
限
　
３
月
７
日（
水
）

■
応
募
方
法

　
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

　
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
産
業
課

　
農
林
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

産
業
課
農
林
係

� 

☎
６
２
‐
９
２
２
２ 

　
９
２
２
２

　 

　
６
２
‐
４
４
８
１

 

平
成
１９
年
度

 

諏
訪
高
等
職
業
訓
練
校
訓
練
生

〈
昼
間
コ
ー
ス
〉

　
木
造
建
築
科
・
和
裁
科
・
洋
裁
科
・

　
パ
ソ
コ
ン
科

〈
夜
間
コ
ー
ス
〉

　
建
築
板
金
科
・
機
械
加
工
科
・
建
築 

　
設
計
科
・
配
管
科
・
土
木
施
工
科
・

　
経
理
事
務
科
・
パ
ソ
コ
ン
科
・
宅
地

　
建
物
取
引
主
任
者
科
・
二
級
建
築

　
士
受
験
科

■
定
　
員
　
　
各
科
15
名

■
募
集
期
間

　
２
月
６
日（
火
）か
ら
３
月
17
日（
土
）

　〈
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
〉

　
パ
ソ
コ
ン
科
に
つ
い
て
は
、
２
月

　
６
日
（
火
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
先

　
着
順
。

※
入
校
資
格
等
詳
細
は
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

　 

諏
訪
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
　
�
☎
５
２
‐
４
３
０
６

  

平
成
１９
年
度

     

岡
谷
技
術
専
門
校
訓
練
生

　
自
動
車
整
備
科
・
も
の
づ
く
り
技

術
科
・
機
械
制
御
コ
ー
ス
の
追
加
募

集
を
２
月
８
日
（
木
）
か
ら
２
月
19
日

（
月
）ま
で
行
な
い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 

長
野
県
岡
谷
技
術
専
門
校

�
　
　
　
　
　
☎
２
２
‐
２
１
６
５

就農準備セミナー

　農家子弟やIターン、Uターンの方、また

定年を迎える方々など、これから農業を始

めようと検討されている方を対象に、農業

を始める前の準備・計画を中心としたセミ

ナーを次の日程で開催します。

　 諏訪地方事務所農政課技術普及係

　 　（☎57-2932）

　 JA信州諏訪営農部（☎71-2700）

開催日

3月5日
（月）

JA信州諏訪
田中線営農センター �（☎２４-３２０６）

3月6日
（火）

JA信州諏訪
文出広域営農センター�（☎５７-２２１８）

3月7日
（水）

JA信州諏訪
玉川支所（サンライフ）�（☎７２-２１８５）

3月8日
（木）

JA信州諏訪
富士見町中央支所�（☎６２-２０１０）

3月9日
（金）

JA信州諏訪
原村研修センター�（☎７９-４７１１）

会　　　　　　場

も

り

※時間はいずれも午後6時30分～8時30分

問

問

問問問

問

問

有

有

有

有

有

℻



　 住民福祉課保健予防係　☎62-9134　　9134

◆来所・有線電話相談
　　月～金曜日　8:30～17:00
　　　　　　　　8200
◆電話相談（２４時間対応）
　　　　　　　☎62-8200�
お急ぎでない方は、できるだけ平日
の昼間にお願いします。

有

◆相談・教室

母 親 学 級 ㈫
赤ちゃんのお風呂の実習

お や こ
ふれあいのひろば

地 域 乳 幼 児 相 談

妊娠20週以降の方とその家族

乳幼児をお持ちの家庭

未就園児とその家族

乳 幼 児 相 談 乳幼児をお持ちの家庭

午前9:30～9:45

午後7:00～7:1512月22日（木）

12月27日（火）

12月23日（金）

13月01日（木）

保健センター

午前9:30～10:30 保健センター

午前10:15～11:15 子育てひろばAiAi
（町民広場：研修センター）

事　　業　　名 対　　　　象 期　　日 受　　付 会　　場

有

（2月11日～3月10日）

◆健康診査・予防接種

4 ヵ 月 児 健 診

7 ヵ 月 児 健 診

10ヵ 月 児 健 診

1歳 6ヵ月児 健 診

3 種 混 合

B C G

平成18年10月生まれの人

平成18年7月生まれの人

平成18年4月生まれの人

平成17年7～8月生まれの人

平成18年6月生まれまでの人

平成18年7月生まれまでの人

平成18年10月生まれの人

午後1:10（集合）

午後1:10（集合）

午後1:45（集合）

午後1:10（集合）

午後1:15～1:50

午後1:30（集合）

12月19日（月）

13月07日（水）

12月14日（水）

12月13日（火）

13月19日（金）

12月26日（月）

保健センター

事　　業　　名 対　　　　象 期　　日 受　　付 会　　場

〈富士見町健康カルタ〉

あいさつで  心も元気  富士見人
落合小学校6年　越 中 雄 士 くん

　冬場は道路が凍っていることが多いため、高齢者の方の中には、転倒の危険性があることから外出を控え

る方もいるのではないでしょうか？ コタツの番をしているだけでは足腰が弱ってしまい、春になっても自

由に外出できなくなってしまうかもしれませんよ。

　今回は、春になったらまた自由に外出ができるように、自宅の中でできる歩行練習法をご紹介します。

冬の間に歩く練習をしましょう!

㈫イスに座ったまま足踏
　み（ももをなるべく意
　識して上げる）

㈬脚を横に動かすように
　足踏み

㈪イスに座って足首を起
　こす

㈰脚の指で床を掴む（指
　の強化）

㈯歩行練習（かかとから足の
　裏をしっかりついて歩く）

㈮イスなしで足踏み㈭イスなどを使って足踏
　み（片足ずつ）

㈰～㈯の運動を、片

足10回くらいずつ、

ゆっくり姿勢を正して

行なってください。

※回数は体の状態を見

　て増減をしてください。

　無理は禁物です！

問



2月13日（火）・19日（月）・26日（月）
3月5日（月）

2月19日（月）
御射山神戸・栗生・大平
松目 ・ 原の茶屋 ・ 花場 ・ 休戸

2月26日（月）

若宮・木之間・横吹
とちの木・南原山・富原
富士見ヶ丘・塚平・富ヶ丘
栂沢・希望ヶ丘

2月15日（木） 本郷・落合・境地区

2月22日（木） 富士見地区

　 生涯学習課社会体育係　☎62-2400　　2750有問

◆心配ごと相談 　 社会福祉協議会　☎62-6766　　8988有

相　談　名 日　　　　時

日　　　時 大　　会　　名 会　　　　場

会　　　　場

結 婚 相 談

女 性 の た め の

悩 み 相 談

2月13・20・27日（火）
3月4日（日）
午後1時～午後6時

一般相談は電話で受付
（毎週火曜日～土曜日）

児 童 相 談

2月16日（金）
午前10時～午後3時

午前：落 合 保 育 園
午後：保健センター

3月2日（金）
午前10時～午後3時

午前：本 郷 保 育 園
午後：保健センター

2月23日（金）
午後7時30分～

フリースポーツデー
町民センター
海洋センター

3月10日（土）
午後7時～

体育施設利用者会議

富士見の日
「綱引き大会」

町民センター

町民センター
2月24日（土）
午前10時～

スキー教室
（閉講式）

富士見高原
スノーリゾート

2月15日（木）
午後6時20分～

第56回
諏訪地方スケート大会

やまびこ公園
スケートリンク

2月11日（日）
午前8時～

2月15・22日（木）
3月1日（木）
午後7時30分～

硬式テニス教室
（3月1日閉講式）

町民センター

2月14・21・28
日（水）
3月7日（水）
午後7時～

ミニ・バスケットボール
教　　室

第2体育館

日　　　時 行　　事　　名 会　　　　場

2月24日（土）
午前9時30分～

町民センター 他

2月12日（月）
午前9時30分～

富士見町図書館図書館のバレンタイン

富士見の日
記念イベント

下諏訪商工会議所会館
☎28-6666

税 理 士 に よ る

税 の 無 料 相 談

年 金 出 張 相 談
3月7日（水）
午前10時～午後3時

2月14日（水）
午前10時～正午

町 民 セ ン タ ー

心 配 ごと 相 談 2月16日（金）
午前10時～午後3時

町 民 セ ン タ ー

結 婚 相 談 所
（消防署隣り）
☎62-7853

県男女共同参画センター
（岡谷市）☎22-8822

茅野広域シルバー人材
センター 　3階会議室

☎73-0224

2月14日（水）
午後2時～

シルバー人材センター

入 会 説 明 会

12日（月）
高 原 病 院
☎62-3030

藤 沢 薬 局
☎62-2106

11日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

さくら藤沢薬局
☎61-1815

高 原 病 院
☎62-3030

藤 沢 薬 局
☎62-2106

ミツワ西友薬局
☎62-7586

さくら藤沢薬局
☎61-1815

18日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

04日（日）

25日（日）
小 池 医 院
☎62-2222

期　　日 当  番  医 当番薬局

2
　
　
　
月

3
月

11日（日）

12日（月）

17日（土）

18日（日）

24日（土）

25日（日）

23日（土）

14日（日）

10日（土）

６５-３２１３

６６-２０７８

６２-２０６５

６２-７００４

６２-３２５３

６２-５６５６

６２-５３９１

６２-２４２１

６２-２０９３

2
　
　
　
　
　
月

3  

　
月

戸 井 口 建 設

三 善 工 業

坂 本 鉄 工 所

窪 田 設 備

窪田鉄工設備

エ ン ド ウ

リビングクボタ

富 士 見 設 備

太 陽 住 設

期　　日 当　番　店

５３９６

３１５３

５８３３

２７６６

２７３２

３７１２

８６９０

有線電話

※

問



このコーナーに関する“ご意見ご感想”をお寄せください。
　 総務課新しいまちづくり係　☎62-9328 　9328 　62-4481　e-mail：shinmachi@town.fujimi.nagano.jp

三吉先生三吉先生

問 ℻有

自然保護講演会 �「みんなで守ろう! 
        富士見町のアツモリソウ」 が開催されました
　12月20日　コミュニティ・プラザ大会議室で「富士見町アツモリソウ再生会議」（住民・企業・

学校・行政・有識者で組織され、協働してアツモリソウの保護活動を行なうことを目的とした組織）

が主催する自然保護講演会「みんなで守ろう！富士見町のアツモリソウ」が開催されました。

　昨年の6月、国が特定国内希少野生動植物に指定している「アツモリソウ」が、富士見町に暮

らすボランティアの皆さんの必死の努力により発見されました。発見はされたものの、参加者は

アツモリソウが既に絶滅の状態であることを改めて認識し、本格的な保護活動に着手することを

決めました。

　その第一弾として開催されたのが自然保護講演会です。講師にはアツモリソウの増殖

について長年研究されている秋田県立大学の三吉先生をお迎えし、これまでの経験を

交えた具体的なアツモリソウの保護施策についてご講演いただきました。

　「花の姿が美しく人工繁殖が困難なアツモリソウは、それがゆえに人気があり、高値で

取引されていて、そのことが自生するアツモリソウの不法採取につながっている。この

不法採取をなくすためには人工増殖技術を確立し大量に育種することが有効な手段で

あり、富士見町にはランを栽培する企業�ニチレイがあり条件として恵まれている」と説

明。また、園芸的にはウチョウランやエビネを例に「品種改良することも保護施策として

有効な手段である」とのお話しでした。

　講演会に先立って行なわれた富士見高原中学校自然講座受講生18名によるプレゼン

テーションでは、「私たちの町で今、絶滅に瀕している富士見町のアツモリソウを今後も

この町の豊かな自然の一部として残したい。そのために、学校に山野草園を作り、将来

町に自然公園ができたら学校で育てた苗を植えたい。自分たちが学んだアツモリソウの

ことを小学校に話しに行きたい。」と提案があり、聴講者から大きな拍手が起りました。

　非常に冷え込みの厳しい平日の夜にもかかわらず、会場には町内外から約120名が集まり、改めてアツモリソウの人気

の高さが伺えました。併せて行なったアンケートでは、アツモリソウの保護活動を応援するメッセージや継続した講演会

の開催を望む声が多く寄せられ、富士見町において今後アツモリソウ保護活動を進めるうえで参加者と合意形成ができ

た意味のある講演会となりました。

詳しくは、新しいまちづくり係のホームページ　新まち通信
http://www.town.fujimi.nagano.jp をご覧ください

富士見町栄養士会の皆さん

『縄文 の 膳』

出展　富士見町栄養士会

主食／古代米おこわ　二種
主菜／ひめ鱒の燻製
　　　（付け合せ）　二十日大根
副菜／きのこ汁
　　　ささぎのあぶらえ和え
　　　いなごの佃煮
　　　（果物）　柿　

　地元食材のすばらしさを見直し、地産地消を
拡大するとともに地域の活性化にもつなげてい
こうと、女性団体の発案から始まった｢ふじみ高
原地元食材フェスティバル｣。2回目となった今
年度は、｢ふじみ自慢料理コンクール｣を開催、
たくさんのアイデア料理をご応募いただきました。
今月より9作品を随時ご紹介していきます。

　主食の古代米（紫米）おこわは、縄文時代からの米に栗・大賀はすの実を入れました。

当時の森には栗やくるみが多く、住居の柱は栗の木が使われていたそうです。もう一種

は、近年富士見町でも栽培され始めたルバーブを使い、現代風にアレンジしてみました。

　主菜はひめ鱒の燻製です。当時の川には、多種類の魚が海から溯上していたそうです。

人々はこれらの魚を燻製にし、保存食として利用していました。

　副菜にはきのこ汁、ささぎのあぶらえ和え、

いなごの佃煮を添えました。きのこは豊富に

あり、干して保存しました。また、あぶらえは

栄養価が高くやせ地でもよく育つことから、

5千年も前から作られていたそうです。いな

ごも当時から稲科の植物に生育しており、重

要な蛋白源として食されていました。

　この気候風土の中で先人達の知恵と技か

ら育まれた郷土食を、時には今風にアレンジ

しながら食卓にのせ、楽しくおいしい健康づ

くりを進めましょう。

～先人からの贈りものを訪ねて～



　私は現在看護学校に通っていま

すが、日々看護の難しさや奥深さ

を痛感し、くじけそうになるとき

も多々あります。そんな時、富士見

へ帰省すると、この雄大な自然が

心を癒してくれるような気がします。

　最近新聞やニュースでは、いじ

めや自殺、未成年による犯罪が多

く目にとまります。両親にはよく、

私たちの世代にはモラルが欠如し

ている、と言われます。憶測ですが、

その背景には私たちが中学一年生の時に始まった “ゆと

り教育” がキーワードとしてあるのではないでしょうか。

中学生の時期のゆとりとは、人に喜んでもらったり、苦労

して物事を成してゆく感動やその達成感を味わうこと、

そして周囲へ感謝の気持ちを伝えることで心にゆとりを

生む、そんな教育であるべきではないでしょうか。

　この20歳という機会に、現在のゆとり世代へのバッシ

ングを良い方向に変えていきたいと思います。そして、人

の気持ちを考えるということを大切に、これからも経験

の中で多くを学び、人として成長していきたいと思います。

　私たちの成長を支えてくださった両親、恩師、友人、地

域の皆様、そしてこの式を開いてくださった町関係者の

皆様に心より感謝申し上げ、新成人として日々邁進して

いきたいと思います。

　中学校時代からの夢は、文化交

流事業で行ったニュージーランド

へ再度渡ること。そして、幸運にも

十代最後の年をニュージーランド

で過ごすことができました。この

時間は、英語だけではなく自分を

人間としても一回り成長させてくれ、

その思い出はまた人生の大事なピ

ースになろうとしています。

　小さい頃は早く大人になれれば・・・

と思っていましたが、中学校に上

がると、このまま時が止まればいいのに、と思うようにな

りました。今20歳になり、人生は楽しむのが一番だと考え

ています。現在を楽しみ、その積み重ねで良い未来を築き、

後で ｢当時は楽しかったが、今の方がもっと楽しい｣ とい

えるような時を過ごしたいと思います。

　また、成人した以上は楽しむだけでなく、義務も果たし

ていく必要があり、その中で、自分がやるべきことをし、

やりたいこととの両立ができるようになりたいと思って

います。

　最後になりましたが、ここまで育ててくれた両親、今の

自分を支えてきてくれた方々、そして旧友との再会の場

である成人式を催してくださった方々、本当にありがと

うございました。

　1月7日  富士見町で198人が成人を迎えました。

　コミュニティ・プラザで開催された成人式には大雪のなか、振袖や紋

付袴、真新しいスーツに身をつつんだ新成人148人が参加、旧友や懐

かしい恩師との再会を喜び合いました。�

　式典では、矢嶋民雄町長より ｢人生は試練の連続だが、神は人に乗り

越えられない障害は与えない。この試練を乗り越える度に人は大きく

なる。新成人の皆さんの活躍を期待する。｣ とお祝いの言葉をいただき、

参加した新成人は晴れの成人式に、大人への思いを新たにしました。

ご成人 おめでとうございますご成人 おめでとうございます

細川史保子 さん
（御射山神戸）

吉岡　賢 さん
（信濃境）

成 人 の 主 張



　1月8日 茅野市国際スケートセンターにおいて、町

民スケート大会が開催されました。�

　41回を数えるこの大会には、今年も保育園児から

83歳の方まで55名が参加。300mから3000mまで

の31種目で競い、３つの新記録が誕生しました。�

　厳しい寒さの中で練習に励んでいる子どもたちは、

本当に元気でたくましく、強靭な心身が育てられている

ことをたのもしく感じました。

第41回　町民スケート大会

雪の中で“消防出初式”

　昭和の時代の懐かしい風景と今の景色を対比した写

真展が高原のミュージアムで開かれています。

　展示されている写真は、武藤盈さん（池袋）が昭和

30年代に撮影したものを中心に、現在の同じ場所で撮

影したもののほか、当時ののどかな農作業風景などです。

　訪れた皆さんは「あの場所、昔はこんなだったのー！」

と古き良き時代に思いを馳せていました。

　3月25日まで開催していますので、ぜひおでかけく

ださい。

　1月14日 町民センターにおいて、元オリンピック選

手で長野県豊丘村出身の酒井浩文さんの指導による ｢ウ

ォーキング教室｣ が開かれました。�

　歩くことは健康のために大変よいことで、｢いつでも｣ 

｢どこでも｣ ｢だれでも｣できる手軽なスポーツです。参

加された皆さんは、普段の歩きを振り返りながら、歩き

方の基本を熱心に練習しました。

　車社会で歩くことが少なくなりましたが、意識した歩

きを生活に取り入れ、運動不足を補っていきたいですね。

　1月7日 大雪の中で富士見町消防団の出初式が行わ

れました。�

　前日から降り続いた雪で、会場の役場前駐車場は凍

るような白銀の世界でしたが、参加した270名の団員は、

きびきびとした動きで観閲、機械点検などを行いました。

�日頃、消火活動や町民の安全のためにご尽力いただ

いている団員の皆様に感謝するとともに、一人ひとりが

火災が起こらないよう、心がけていきたいですね。

昭和の写真展 「写真で見る
富士見の今昔物語」開催中！

歩いて健康づくり
「ウォーキング教室」



折　井　い　ち� 102歳� 精　質� 富士見�

平　出　昌　夫� 80歳� 蔦　幸� 葛　窪�

小　穴　　修� 82歳� 岩原章浩�富士見台

石　垣　佐　　� 93歳� 雄　二� 富　里�

植　松　幸　穂� 77歳� 幸　穂� 立　沢�

小　林　弘　美� 63歳� タケ子� 木之間�

五　味　年　巳� 89歳� 君　子� 乙　事�

井　戸　輝　子� 80歳� 小林正文�御射山神戸�

北　原　公　人� 64歳� 勝　秋� 立　沢�

小　林　潤　三� 101歳� 潤　三� 富　里�

金　井　　笑� 74歳� 善　吾� 新　田�

阿　部　た　か� 99歳� 甲　一�原の茶屋�

名　取　けさ子� 91歳� 正　子� 立　沢�

小　林　澄　夫� 73歳� かをる�御射山神戸�

平　出　干　城� 67歳� ぢつよ� 信濃境

木　村　柊　斗� 芳　治� 智恵子� 富　里

小　池　妃　由� 静　男� 祐　子� 小　六

小　池　琴　美� 林� 清　美� 小　六 �

折　井　美　冬� 弘　樹� 加　代� 新　田

坂　野　継太朗� 頼　人� 規　子� 桜ヶ丘

小　川　優　香� 一　彦� 和　美� 栗　生

� しゅう�� と

� ひ� �より
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漁船の乗り初めで賑わう ■12月15日～1月14日の届出■〈敬称略〉

●転入・転居・出生は14日以内に　死亡は7日以内に届出を

氏　名 父の名 区　名母の名

氏　名 年齢 区　名世帯主

　海の安全や豊漁を祈る年頭行事の「漁船の乗り

初め」が、1月2日朝、仁科漁港と安良里漁港で行わ

れ、観光客や住民などで賑わいました。

　仁科漁港では、4隻の漁船が華やかな大漁旗をな

びかせながら港内をパレード、沖の島々にある神社

にお神酒を奉納した後、岸壁に集まった観光客や住

民に、船や漁協屋上から餅まきが行われました。また、

民宿組合による宿泊客へのひもののプレゼントも

行われました。

●この広報は再生紙を使用しています。

休日・夜間の緊急医電話番号案内　長野県救急医療情報センター 　TEL 0120-890-422

◆町 の 人 口　1月1日現在住民基本台帳（前月比）
　　　　　　　総人口／15,589人（－３）
　　　　　　　男 7,654人（－９）　女 7,935人（＋６）
　　　　　　　世帯数／5,652世帯（－６）
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氏　名 出身地

眺望地点部門【パノラマ景観賞】

「パノラマスキー場に満月」
柳　沢　益　喜    （高森）


